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化に起因した事故またはヒヤリハット経験者 （event群）と未経験者 （non-event群） 




回答が得られた対象者は 1，7 3 9人で、アンケートの回収率は 38.0%であった 
(男性：1.658人、女 性 ：4 7 人）。平均年齢は、60.6土9 .1 歳で、39.6%が高齢者 
(65歳以上）であった。性別、年 齢 （高齢者）、住居形態、body mass index、勤務 
経験、 雇用形態、雇用体系、会社規模、罹患疾患の有無、通院の有無、健康診断の受 
診状況、勤務中の休憩の取り方、休暇の満足度、体調不良の申告のしやすさを独立








中の休憩の取り方の5 因子であった。この5 因子を独立変数、eventを従属変数とし 
て、多重ロジスティック解析を行なったところ、 「休暇がほとんど取れない」が最も 
体調変化に起因した事故に強く関与する要因 (oddsratio [OR] 4.59、95% confidence 
interval [95% CI] 2.20-9.58)であった。続いて、 「体調不良の申告のしにくさ」 
(OR 2.29、95% CI 1.36-3.87)、 「十分に休暇が取れない」 （OR 1.81、95% CI 
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